
昭和43年7月15日発行

毎月1.15．日 発行 

第194号

一部2円 

発行所 五所川原市役所 

人 口 の う ご き 

口
 

人
男
女

総
 

51.715 
24 989 

26.726 

13.036 世 帯 数 

（住民登録による昭和43.7.1現在） 

川
 

（青森県） 五 所 

国内平和部隊来る 

青年の道建設 一
 
」
 

中山山脈 

昭和33年 9月1日第三種郵便物認可 

報
 

広
 

市
 

原
 

国
土
縦
貫
道
路
、
青
函
ト
ン

ネ
ル
、
県
民
の
森
建
設
の
動
き

で
、
最
近
、
と
く
に
ク

ロ
ー
ズ

ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
中
山
山
脈

に
、
佐

4
木
市
長
の
永
年
の
構

想
で
あ
る
「
青
年
の
道
」
が
い

よ
い
よ
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
 

り

ま
 
し
 

た
。
 

こ
れ
は

社
会
開
発

青
年
奉
仕

隊
（
通
称

国
内
平
和

部
隊
）
員

の
奉
仕
で

実
現
さ
れ

る
も
の
で

八
月
三
日

か
ら
三
十

日
ま
で
十
 

名
の
隊
員

が
派
遺
さ

れ
て
き
ま

す
。
ま
た

市
青
年
団

青
年
建
設

班
の
青
年
 

達
も
．
積
 

極
的
に
協
力
奉
仕
す
る
こ
と
に

な
っ
て
、
津
軽
縦
貫
産
業
道
路

予
定
線
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 こ
の
た
め
に
昨
年

寒
河
江
善
秋
事
務
局
長
が
調
査

の
た
め
、
焚
珠
山
ま
で
登
っ
て

い
ま
す
。
 

が
国
有
林
地
で
、
日
本
三
大
美

林
の
ー
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
ヒ
 

・

ハ
の
産
地
で
あ
り
ま
す
。
標
高

五
百
米
前
後
の
比
較
的
な
だ
ら

か
な
連
峰
群
で
、
そ
の
開
発
は

地
域
住
民
か
ら
も
大
い
に
望
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
浪
岡
ロ
か
ら

竜
飛
ま
で
、
延
長
七
十
キ
ロ
メ
 

ー
ト
ル
、
津
軽
の
穀
倉
地
帯
、
 

陸
奥
湾
を
目
下
に
見
る
眺
め
は

折
紙
つ
き
で
産
業
道
路
と
し
て

ば
か
り
で
な
く
、
観
光
に
も

一

役
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

護

計
画
 

さ
る
九
月
に
は
、
市
長
を
は

じ
め
設
計
担
当
の
職
員
が
、
ま

た
十
五
日
は
奉
仕
協
会
の
三
浦

活
動
部
長
が
現
地
を
調
査
し
、
 

こ
と
し
の
第

一
年
度
は
、
前
田

野
目
ロ
か
ら
焚
珠
山
へ
の
道
を

開
発
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
は

毎
年
の
継
続
事
業
と
な
る
予
定

で
す
。
こ
の
青
年
の
道
は
、
 一

級
歩
道
（
巾
三
メ
ー
ト
ル
）
 
で

刈
払
い
、
 プ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ

る
整
地
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

建
設
隊
員
の
総
数
は
、
市
内

青
年
有
志
を
含
め
て
、
常
時
、
 

二
十
五
、
六
名
で
，
合
宿
し
て

作
業
に
当
る
こ
と
に
な
り
ま
す

平
和
部
隊
と
は
 

7
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
開

発
途
上
に
あ
る
国
々
の
要
請
に

こ
た
、

政
府
間
の
協
定
に
も

と
ず
い
で
、
技
術
、
技
能
を
身
 

し
、
そ
の
国
の
経
済
の
発
展
と

民
生
の
向
上
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
正
式
名
称
は
、
 

日
本
青
年
海
外
協
力
隊
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
 つ
ま
り
南
北
問

題
を
解
決
す
る
に
な
い
手
と
な

る
わ
け
で
す
。
 

こ
の
国
内
関
係
を
受
も
つ
の
が

社
会
開
発
青
年
奉
仕
隊
の
正
式

名
称
で
呼
ば
れ
会
長
は
大
浜
信

泉
氏
，
副
会
長
に
は
、
茅
誠
司

氏
が
な
っ
て
い
ま
す
。
 隊
員
は

青
年
，
学
生
の
自
発
的
参
加
の

も
と
に
、
そ
の
情
熱
を
組
織
化

し
、
必
要
な
技
術
を
習
練
し
た

後
、
計
画
的
に
社
会
開
発
の
た

め
奉
仕
す
る
も
の
で
、
政
府
の

支
援
協
力
の
も
と
に
社
団
法
人
 

望
ん
で
い
ま
す
。
 

最
初
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
 

で
に
海
外
は
も
と
よ
り
、
全
国
 

各
地
に
派
遺
さ
れ
て
い
て
、
そ
 

奉
仕
議
員
の
多
く
は
大
学
生

で
あ
り
当
市
で
は
、
作
業
の
余

暇
を
利
用
し
て
地
元
青
年
、
高

校
生
と
の
交
歓
も
計
画
、
こ
う
 

人
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
 

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
 

遺
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
た
び
が
 

日
本
青
年
奉
仕
協
会
が
実
施
に
 

ま
す
。
 

し
た
奉
仕
活
動
が
、
広
く
若
い
 

の
実
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
 

奉
仕
隊
が
、
東
北
地
方
に
派
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②
 

市政ニユース 

分
譲
住
宅
を
希
望
の
方
へ
 

予
定
の
と
お
り
十
一
日
か
ら

新
市
内
の
道
路
愛
護
運
動
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

プ
ル
ト
ー
ザ
ー
、
 シ
ョ
ベ
ル

ド
ー
ザ
ー
、
グ
レ
ン
ダ
ー
各

一

台
．
ダ
ン
プ
カ
ー
三
台
を
含
む

建
設
課
の
機
動
隊
と
部
落
〕
総

出
の
早
朝
五
時
頃
か
ら

の
作
業

で
仕
事
の
効
率
も
高
く
。
悪
路

は
み
る
み
る
う
ち
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

部
落
の
方
た
ち

は
，
そ
れ
ぞ

れ
、
ス
コ
 ッ
プ
、
ネ
コ
車
を
つ

か
っ
て
汗
だ

、
の
奉
仕
、
初
日

と
二
日
は
、
公
務
出
張
中
の
市

長
に
代
っ
て
岩
館
助
役
が
陣
頭

指
揮
を
と
り
ま
し
た
が
、
三
日

目
は
佐
々
木
市
長
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
て
、
泥
川
原
の
汚
名
を

返
上
し
よ
う
と
走
り
ま
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
運
動
は
三
十
 

】
日
ま
で
つ
づ
き
、
新
市
内
の

市
道
全
部
、
百
十
四
ギ

ロ
メ
ー
 

ト
ル
を
、
整
備
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
市
長
が
山
る
こ
と
で

奉
仕
隊
の
土
気
も
あ
が
る
が
道

路
改
艮
に
対
す
る
陳
情
も
ま
た

多
い
ょ
う
で
、
緊
急
個
所
と
区

別
し
て
、
技
術
職
員
に
命
令
す

る
市
長
の
応
答
ぶ
り
に
部
落
の

方
た
ち

も
，
納
得
し
て
い
ま
し

た
。
道
路
の
よ
し
あ
し
は
、
生
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
で
は

分
譲
住
完
の
積
立
契
約
を
す
る

方
を
次
叫
要
領
で
募
集
し
て
い

ま
す
。
希
望
の
方
は
ど
う
ぞ
早

目
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

〇
受
付
期
間
 

昭
和
四
十
三
年
七
月
十
五
日

か
ら
二
十
七
日
ま
で
 

〇
受
付
場
所
 

市
役
所
市
民
課
（
デ
ン
ワ

二
、
 一
一
一
番
 

松
島
団
地
管
理
事
務
所
 

（
デ
ン
ワ
、
三
〇
七
六
番
）
 

〇
募
集
戸
数
 

十
六
戸
 

〇
建
設
地
 

松
島
団
地
四
丁
目
、
六
丁
目

〇
申
込
資
格
 

●

自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅

を
必
要
と
す
る
方
で
、
積
立

金
の
積
立
、
残
代
金
の
支
払

い
の
で
き
る
方
 

●

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
、
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
の
あ

る
方

（
婚
約
者
を
含
む
）
 

●

申
込
人
の
月
収
が
、
毎
月
の

償
還
金
の
約
五
倍
以
上
あ
る

方
、
 

●

申
込
人
と
同
等
以
上
の
収
入

を
有
す
る
確
実
な
保
証
人
の

あ
る
方
。
 

〇
決
定
方
法
 

資
格
審
査
を
行
な
い
適
格
者

が
多
い
場
合
に
は
、
公
社
の

指
定
す
る
日
に
公
開
抽
せ
ん

に
よ
り
決
定
し
ま
す
 

建
設
省
並
び
に
市

の
音
頭
で
こ
と
し
か

ら
、
河
川
愛
護
運
動

が
は
じ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

一
級
河
川
で
あ
る

岩
木
川
の
堤
防
は
例

年
、
今
頃
は
草
ぼ
う

ぼ
う
で
、
非
常
の
際

は
ど
ん
な
大
き
な
災

害
を
蒙
る
か
も
わ
か

ら
な
い
の
で
、
と
く

に
岩
木
川
の
流
域
に
 
 

〇
譲
済
予
定
価
額
 

一
百
九
十
五
万
円
 

〇
公
庫
融
資
額
 

一
百
十
八
万
円
 

〇
積
立
目
標
額
 

七
十
六
万
円
 

〇
月
額
償
還
額
 

八
千
六
百
円

（月
賦
元
利
均
 

等
十
八
年
償
還
払
い
で
利
率
 

は
五
分
五
厘
で
す
）
 

〇
積
立
期
間
 

一
年
 

〇
構
造
、

一
戸
当
り
面
積
 

木
造
、
土
地
二
百
三
十
一
平
 

方
メ
ー
ト
ル
、
建
物
五
十
11
1
 

平
方
メ
ー
ト
ル
 

〇
供
給
年
度
（
引
渡
し
時
期
）
 

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
 

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
受
付
 

場
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
，
 

い
。
 

接
し
て
い
る
、
各
町
内
、
部
落

会
に
呼
び
か
け
て
、
草
刈
り
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
 

草
が
は
え
茂
る
た
め
に
、
ネ

ズ
ミ
や
、
虫
の
害
が
ひ
ど
く
、
 

こ
う
し
た
あ
れ
た
個
所
が
発
見

出
来
る
だ
け
で
も
．
意
義
が
あ

り
ま
す
。
 五
所
川
原
市
は
、
元

町
か
ら
、
田
川
ま
で
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
刈
払
い
さ
れ
ま
す
 

（写
真
説
明
草
刈
り
す
る
錦

町
．
岩
木
町
，
寺
町
の
人
た

ち
）
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活
は
も
と
よ
り
、
産
業
の
発
展

を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
、
 

そ
の
整
備
、
改
良
は
、
行
政
の

中
で
も
重
要
な
位
世
を
し
め
て

い
ま
す
。
 こ
う
し
た
地
域
住
民

の
盛
り
あ
が
り
に
よ
っ
て
‘
市

内
の
道
路
は
、
遂
次
改
良
の
度

会
を
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
運
動
は
単
に
道

路
整
噛
ば
か
り
で
な
く
，
市
民

と
の
接
触
の
場
と
し
て
地
域
の

方
々
の
か
ら
も
大
い
に
歓
迎
さ

れ
て
い
ま
す
。
 ま
さ
に
市
民
一

体
の
気
風
が
養
わ
れ
、
明
る
い

町
づ
く
り
の
推
進
力
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
 

岩
木
川
の
提
防
を
護

る
 



「
灘藻
「ら

 

r
A片
い
に
 

糾
「s
管
」
敬
 

轟慧織熱 
夏
を
楽
し

く
 

す
ご

さ
せ
ま

L
よ
う
 

暑
い
夏
の
季

節
と
な
り
、
通

学
中
の
お
子
さ

ん
方
は
、
楽
し

い
夏
休
み
を
待

ち
こ
が
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
 

市
内
の
各
校

は
‘
高
校
の
早

い
と
こ
ろ
で
、
 

七
月
二
十
四
、
 

五
日
頃
か
ら
、
 

小
中
学
校
は
、
 

二
十
六
、
七
日

頃
か
ら
，
 一
せ

い
に
夏
休
み
に

入
り
ま
す
。
 ま
 

た
、
夏
祭
り
も
開
か
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
例
年
、
こ
う
し
た

長
期
休
暇
に
は
、
生
活
の
不
規

則
や
、
気
の
ゆ
る
み
か
ら
．
各

種
の
非
行
や
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
，
家
族
の
方

は
も
と
よ
り
、
市
民
み
ん
な
で

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
休
暇
を

す
ど
せ
る
よ
う
考
え
て
や
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
七
月
二
十
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
ま
で
を
「
夏
の

ス
 
青

少
年
育
成
運
動
」
 
の期
間
と

一
 
し
て
、
子
ど
も
を
健
全
に
育
成
 

」
 
す
る
た
め
の
行
事
ゃ
、
補
導
を

政
 
お

こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

市
 

す
の
で
、
ど
協
力
く
だ
さ
い
o
 

ま
た
、
日
頃
多
忙
の
た
め
に

⑥
 
子
ど

も
と
遊
ぺ
な
い
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
で
も
、
是
非
こ
の
期

間
に
、
子
ど
も
と

一
緒
に
遊
ぶ
 

機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

運
動
の
目
標
 

◇
子
ど
も
を
非
行
，
事
故
か
ら

守
り
ま
し
よ
う
。
 

夏
休
み
の
期
間
中
、
関
係
機

関
、
団
体
の
方
々
が
合
同
で
昼

夜
に
わ
た
っ
て
、
巡
回
街
頭
補

導
に
あ
た
り
ま
す
。
 

こ
と
し
は
、
次
の
こ
と
が
ら

に
重
点
を
お
き
ま
す
。
 

1
飲
酒
、
喫
煙
の
防
止
。
 

2
不
良
溜
場
の
解
消
。
 

3
風
俗
営
業
所
へ
の
立
入
禁
止
 

4
水
難
、
交
通
事
故
防
止
。
 

5
花
火
な
ど
の
危
険
防
止
。
 

6
登
山
、
キ
ヤ
ン
プ
で
の
危
険

防
止
。
 

◇
子
ど
も
の
余
暇
活
動
を
す
す

め
ま
し
よ
う
。
 

子
ど
も
の
生
活
は
、
何
と
い

っ
て
も
遊
び
で
す
。
子
ど
も
会

や
、
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
な
ど
、
 

グ
ル
ー
プ
で
明
る
く
活
動
す
る

よ
う
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
。
 

市
内
に
は
現
在
、
子
ど
も
会

が
、
 四
十
五
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
二
十
八
団
体
、
ボ

ー
 

イ
ス
カ
ー
ト
が
一
隊
あ
っ
て
、
 

そ
れ
ぞ
れ
、
楽
し
い
計
画
が
た

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
当
市
は
、
青
少
年
育
成

国
民
運
動
の
推
進
地
区
と
し
て
 

（県
内
ー
力
所
）
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
 青
少
年
の
育
成
に
は

み
ん
な
が
協
力
し
あ
っ
て
や
る

以
外
に
方
法
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
 

学
校
警
察

連
絡
協
 

議
会
に
つ
 

い
 
て
 

組
織
と
目
的
 

昨
年
か
ら
組
織
さ
れ
、
市
内

の
小
、
中
、
高
校
の
生
徒
指
導

の
先
生
方
で
警
察
署
の
防
犯
関

係
の
職
員
か
ら
な
っ
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
学
校
と
警
察
が
連
絡

し
、
協
力
し
あ
っ
て
児
童
生
徒

の
非
行
、
事
故
防
止
と
、
そ
の

福
祉
の
向
上
を
は
か
っ
て
，
健

全
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
 

こ
と
し
の
主
な
事
業
 

一
防
犯
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
の
募

集
、
弁
論
大
会
、
映
画
会
の

開
催
。
 

二
非
行
防
止
対
策
、
有
害
環
境

の
排
除
。
 

三
長
期
休
暇
中
の
街
頭
補
導
の

実
施
。
 

四
善
行
児
童
生
徒
の
表
彰
 

役
 
員
 

会
 
長
小
山
吉
之
助
 
五

一
中

副
会
長
越
谷
 
清
蔵
 
五
 
小

同
 
川
浪
 
直
治
 
中
川
中

同
鈴
木
太
左

工
門
 
五
工
高

監
 
事
小
笠
原
尚
一
 
栄
 
小
 

千
葉
 
勇
二
 
警
察
署

理
事
は
十
一
名
で
、
事
務
所

は
五
】
中
校
内
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
こ
の
学
警
連
（
 

略
称
）
 か
ら
も
児
童
生
徒
の
い

る
家
庭
に
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
連

絡
し
、
健
全
育
成
の
意
識
を
高

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

子
ど

も
を
電
気
災
害
 

か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
 

判
断
力
に
と
ぼ
し
い
子
ど
も
 

を
、
恐
ろ
し
い
感
電
事
故
か
ら
 

守
る
の
は
、
大
人
の
責
任
で
 

す
。
 

ま
た
最
近
は
．
建
築
現
場
な

ど
で
の
感
電
事
故
も
ふ
え
て
い

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
 

一
、
電
柱
、
電
線
の
近
く
に
、
 

も
の
が
引
っ
か
か
っ
た
と
き

は
、
近
く
の
電
力
会
社
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。
 

】
、
電
線
に
棒
で
ふ
れ
た
り
、
 

金
属
体
を
投
げ
た
り
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
 

一
、
変
電
所
の
構
内
や
、
電
気

設
備
の
付
近
で
は
、
遊
ば
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

一
、
濡
れ
手
で
電
取
に
さ
わ
ら

ぬ
よ
う
に
し
、
家
庭
の
電
化

製
品
を
使
用
す
る
場
合
は
、
 

と
く
に
こ
の
こ
と
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
 

精
神
 
薄
弱

者
 

相

談
員
 
制

度
 

精
神
薄
弱
者
の
家
庭
に
お
け

る
養
育
、
生
活
な
ど
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 ま
た
、
施
設

へ
の
入
所
、
就
学
、
就
職
な
ど

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
機
関
へ
連
絡
を
と
っ
て
く
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

相
談
員
の
氏
名
と
担
当
区
域

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
 
坂
本
 
甚
作
（
三
ッ
谷
）
 

栄
、
梅
沢
、
長
橋
、
七
和
、
 

松
島
地
区
 

〇
 
成
田
 
み
き
（
寺
 
町
）
 

旧
五
所
川
原
、
三
好
、
中
川

飯
詰
，
毘
沙
門
 

な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
市
福
祉
事
務
所
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
 

市政＝ユース 



④ 市政ニユース 

十
六
ミ
リ
の
映

写
機

フ
イ
ル
ム

を
借
り
た

い
 
方
 

へ
 

中
央
公
民
館
で

は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に

利
用
し

て
い
た
だ

く
た

め
に
、
十

六
ミ
リ
映
写
機

と
多
く
の

フ
イ
ル

ム
を
準
備
し

て
い

ま
す
。
 

各
官
公
署
、
事
務
所
，
 

団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
研
修

会
な
ど

に
利
用
さ
れ
る
よ

う
．
希
望
し

て
い
ま
す
。
 

免
許
証
を
持
っ

て
い
る

方
が
い
な
い
場

合

は
、
公

民
館
の
職
員

が
手
伝
い
し

ま
す
の
で
、
 い
つ
で
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

デ
ン

ワ
⑤
、
 二
三
五
一
一
 

'
v
 

両はじが黒くか

ちものは高命です 

日
常
の
五
心

は
 
市
の
職
員

が
職
務
に

恵
念
す
る
に
あ

た
っ

て
の
心
が
ま
え
と
し
て
つ
く
っ

た
も
の
で
、

各
課
毎
に
掲
示
さ

れ
、
市
民

の
間
か
ら
も
好
評
を

得

て
い
ま
す
。
希
望

の
方
に
は

お
わ
け
し

た
い
の
で
、
市
役
所

か
，
各
支
所
へ
申
出
で
く
だ
さ
 

、
 。
 五

つ
の
言
葉
は
，

当
市
の
特

別
功
労
者
で
あ
る
長
尾
角
左

工

門
翁
が
、

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

記
念
に
．

佐

A
木
市
長
が

い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。
 う
か
が
う

と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と

二
宮
尊

徳
先
生
の
報
恩
の
心
を
継
承
す

る
民
主
報
徳
会
の
主
幹
加
藤
仁

平
博

七
の
提
唱
さ
れ
た
も
の
を

長
尾
翁
が
、
字
句
の
一
部
を
読

み
や
す
く
し
た
も
の
だ
と
の
こ

と
で
す
。
 

な
お
、

ほ
と
ん
ど
同
じ
言
葉

が
「
幸
福
な
る
言
葉
」
と
し

て

一
部
に
愛
唱
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
 

市
営
住
宅
に
入
つ
 

て
 
い

る

方
 
へ
 

市
営
住
宅
に

入
っ
て
い
る
方

は
、
次
の
こ
と
が
ら

に
該
当
す

る
と
き
は
、
市
長

の
許
可
を
う

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
、
 

十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

一
、
市
営
住
宅

に
、
物
置
、
車
 

庫
な
ど
を
新
築
す
る
と
き
。
 

一
、
電
話
を
取
り

つ
け

る
 
と
 

き
。
 

一
、
風
呂
を
取
り

つ
け
る
 
と

き
。
 

一
、
屋
根
に
、

テ
レ
ビ
な
ど

の
 
 

ア
ン
テ
ナ
を
取
り
つ
け
る
と

き
。
 

一
、
模
様
が
え
、
増
築
す
る
と

き
。
 

一
、
十
五
日
以
上
、
空
家
に
す

る
と
き
。
 

一
、
臨
時
の

家
事
手
伝
人
を
同

居
さ

せ
る
と
き
。
 

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

詳
し

い
こ
と
は
、
市
民
課
に

お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
 

住
い
の
あ

か
り
の
知
識
 

居
間
は
、
 一
家
だ
ん
ら

ん
の

場
所
で
す
。
暖
か
い
感
じ

の
明

る
さ
が

ほ
し
い
も
の
で
す
。
 

◇
、
六
畳
か
八
畳
間

に
は
、
笠

光
灯
な
ら

三
十
ワ
ッ

ト
三
灯

か
、
四
十
ワ

ッ
ト
二
灯
、
普

通
の
電
球
な
ら
百

ワ

ッ
ト
位

が
適
当
で
す
。
 

◇
、
普
通
電
球
は
、
約

一
千
時

間
蟹
光
灯
は
、

七
千
時
間
で

明
る
さ
が
落
ち

て
き
ま
す
。
 

◇
蛋
光
灯
は
，
短
時
間
な
ら
、
 

消
さ
ず
に
つ

け
っ
ば
な
し
の

方
が
寿
命
が

長
い
で
す
。
 

◇
器
具

は
部
屋
に
よ
く
調
和
し

た
も
の
を
選
び
ま
し

よ
う
。
 

」
戸
 

家
庭
内
職
を
求
め
 

て
 
い
 
る
方
 
へ
 

家
庭
内
職
を
求
め

て
る
方
へ

毎
月
、
第
二
月
曜
日
に
、

公
共

職
業
安
定
所
（
新
宮
町
）
 
で相

談
所
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

内
職
の
相
談
、
あ
っ
せ
ん
指

導
を
う
け
た
い

方
は
、

お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
 

税
務
相
談
か
ら
 

⑨
公
平
な
課
税
の
た
め
に
 

所
得
税
や

法
人
祝
な

ど
の
お

も
な
税
金
は
、
申
告
納
税
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
所
得

を
正
し
く
計
算
で
き

な
い
た
め

に
，
無
申
告
、

過
少
申
告
、

脱

税
を
は

か
る
方
が
、

少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
、

と
く
に
悪
質
脱
税

に
つ
い
て
は
、
査
察
官
の
調
査

の
う
え
刑
事
上
の
責
任
を
追
求

す
る

こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
か

ら
、
所
得
を
ご

ま
か
し

た
り
、
 

財
産
を
隠
し
た
り
し
な
い
で
、
 

必
ず
申
告
す
る
よ

う
に

つ
と
め

て
く
だ
さ
い
。
 

＠
予
定
納
税
と

減
額
申
請
に
つ

い
て
 

こ
と
し
の
所
得
税

第
一
期

分

に
つ
い
て
は
こ
の
七

月
三
十

一

日
ま
で

に
納
め
る
こ
と
に
な
っ

い
ま
す
ま
た
災

害
な
ど

で
こ
と

し
の
所
得
が

前
年
ょ
り

減
る
と

見
込
ま
れ
る
方

は
、
申
請
し

て

予
定
納
税
額

を
減
ら
す
こ
と

が

で
き
ま
す
 

税
務
署
で

は
、
各
種

の
税
務

相
談
や
、
説
明
会
を
開
い

て
、
 

正
し
く
申
告
、

納
得
の
ゆ
く
納

税
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い

ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
 

、
 
。
 

農
村
青
年
建
設
班
 

開
 
班
さ
 
れ

る
 

こ
と
し
も
市
で
は
、
次
代

の

農
業
を
担
う
基
幹
青
年
を
養
成

す
る
た

め
、
農
村
青
年
建
設
班

が
組
織

さ
れ
、
若
い
情
熱
に
あ

ふ
れ
た
青
年
、
ニ
十
五
名
が
集

ま
っ
て
、
十
一
日
開
班
式
を
行

な
い
ま
し
た
。
 こ
と
し
の
主
な

事
業
と
し

て
は
、
現
地
学
習
（
 

砂
浜
地
開

田
、
多
収
穫
田
、
り

ん
ど
の
品
質
改
良
園
）
、
平
板

測
量

の
実
技
、
大
型
ト

ラ
ク
タ
 

ー
の
運
転
実
技
、
講
議
、
他
町

村
と

の
交
換
会
な
ど

と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

電
話
番
号
変
更
の
 

お
 
知
 
ら
 

せ
 

き
た
る
七

月
二
十
八

日
 
（日
 

）
 
か
ら
、五
所
川
原
の
電
話
番

号
に
新
し
く
次
の
局
番
が
つ
き

ま
す
。
 

市
内
局
番
 

4
局
と
5
局

ま
た
、
市
外
局
番

も
変
更
に
な

り
、
0
1
7
3
3
と
な
り
ま
す

こ
れ
ら
の
切
り
替
え
工
事
は
、
 

七
月
二
十
七

日
，
午
後
十
時

に

実
施
し

ま
す
の
で
、
電
報
電
社

局
で

は
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
 

電
話
の
あ
る
方
へ

は
、
す
で

に
、
自
分
の
と

こ
ろ
は
何
番
の

局
番
が
つ
く
か
、

連
絡
が
届
い

て
い
ま
す
の
で
、

今
一
度
、

確

認
し
て
く
だ
さ

い
。
 

な
お
、
同
時
に
、

全
国
主
要

都
市
へ
の
市
外
通
話
は
、
ダ
イ

ヤ
ル
だ
け
で
す
ぐ

つ
な
が
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
 

日
山
帯
の
五
心
 

ハ
 
イ
 
と
い
っ
素

直
な
心

ス
、
、
、
マ
セ
ン
 
と
いう
反

省
の

心

オ
九
ゲ
サ
マ
 
と
いう

謙

虚
な

心

ワ
ァ
方
ー
ンマ
ス
と
い
フ
奉

社
の

心

了
ガ
ト

ウ
と
い

っ
感

謝
の

心
 

日
常
の
五
心
、
希
望
の
方
に
お
わ
け
し
ま
す
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